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は
じ
め
に

　

日
本
人
学
校
と
は
、「
移
民
や
出
稼
ぎ
で
海
外
に
移
住
す
る
こ
と
に
な
っ

た
日
本
人
子
弟
の
た
め
に
、
国
内
と
同
じ
教
育
を
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
在
留

邦
人
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
し
た
教
育
施
設
」
で
あ
る（

1
）。

戦
前
期
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
は
日
本
人
学
校
が
十
八
校
あ
り
（
そ
の
う
ち
在
外
指
定
学
校
は
十
六
校
）、

そ
の
中
で
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
は
、
い
ち
ば
ん
早
い
一
九
一
七
年
に
設
立
さ

れ
た
。
生
徒
数
は
、
開
校
当
時
は
三
十
三
人
で
あ
っ
た
が
、
十
年
後
の

一
九
二
七
年
は
二
〇
一
人
に
、
一
九
三
七
年
は
五
七
六
人
と
な
り
、
開
戦
直

前
一
九
四
〇
年
に
は
八
四
六
人
に
上
り（

2
）、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
戦
前
期
日
本
人
学

校
に
お
い
て
最
大
か
つ
中
心
的
存
在
の
学
校
で
あ
っ
た
。

　

戦
前
の
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
で
は
、
内
地
の
学
校
と
同
様
、
国
定
教
科
書

を
使
い
、
日
本
精
神
の
涵
養
や
臣
民
教
育
を
行
っ
た
が
、
外
国
人
学
校
と
し

て
政
府
へ
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
英
語
」
の
授
業
が
課
せ
ら
れ
、
ア

メ
リ
カ
人
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
教
師
が
担
当
し
た
。
さ
ら
に
、
植
民
地
宗
主

国
ア
メ
リ
カ
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
に
対
し
敬
意
を
称
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
学
校

行
事
の
際
に
は
中
央
の
日
の
丸
と
と
も
に
、
向
か
っ
て
左
に
ア
メ
リ
カ
の
国

旗
を
、
右
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
国
旗
を
同
じ
高
さ
に
掲
揚
し
、
ま
た
、
日
本
内

地
の
祝
祭
日
の
ほ
か
に
、
両
国
の
祝
祭
日
も
休
業
と
し
た（

3
）。

こ
の
マ
ニ
ラ
日

本
人
学
校
の
教
育
活
動
の
中
で
、
現
地
理
解
教
育
の
取
り
組
み
が
特
徴
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
第
三
代
校
長
・
河
野
辰
二
（
在
職
一
九
三
三
～

一
九
四
三
年（

4
））

は
英
語
教
育
の
推
進
の
ほ
か
、
現
地
校
と
の
生
徒
や
教
師
の

交
流
や
現
地
で
の
遠
足
、
修
学
旅
行
な
ど
を
行
事
に
取
り
入
れ
た
。
南
洋
に

お
け
る
日
本
人
学
校
の
中
で
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
は
最
も
現
地
理
解
教
育
に

力
を
入
れ
た
学
校
と
い
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
開
戦
に
よ
り
日

【
研
究
ノ
ー
ト
】

開
戦
前
後
に
お
け
る
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
に
み
る
教
育
活
動
の
変
容

─
─
発
行
さ
れ
た
副
読
本
と
児
童
文
集
を
手
が
か
り
に
─
─

小
林
茂
子
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り
、
最
後
は
小
島
の
指
摘
の
よ
う
に
学
校
自
体
が
消
滅
し
て
終
焉
と
な
る
。

開
戦
前
後
の
占
領
地
で
の
日
本
人
学
校
の
変
容
過
程
を
追
究
す
る
こ
と
は
、

戦
争
へ
と
傾
斜
す
る
国
家
と
教
育
の
関
係
を
よ
り
鮮
明
に
捉
え
、
占
領
地
と

い
う
、
軍
（
国
家
）
と
教
育
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
地
域
で
の
日
本
人
学
校

の
実
態
を
通
し
て
、
両
者
の
関
わ
り
を
考
え
る
際
の
一
つ
の
視
点
を
得
る
こ

と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
日
米
開
戦
を
は
さ
ん
だ

一
九
三
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
四
〇
代
初
頭
に
お
け
る
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校

の
教
育
活
動
を
検
討
す
る
意
義
は
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

研
究
方
法
と
し
て
は
、
ま
ず
一
九
三
五
年
に
開
催
さ
れ
た
在
比
邦
人
小
学

校
長
会
議
の
討
議
事
項
と
、
一
九
三
八
年
四
月
発
行
の
『
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
読

本
』
を
も
と
に
、
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
の
現
地
理
解
教
育
の
実
情
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
次
に
一
九
四
〇
年
三
月
と
五
月
に
発
行
さ
れ
た
『
比
律
賓
小
学

歴
史
』
と
『
比
律
賓
小
学
地
理
』
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
と
そ
れ
が
作
ら

れ
た
背
景
に
つ
い
て
分
析
し
、
開
戦
直
前
の
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
の
教
育
事

情
を
考
察
す
る
。
さ
ら
に
開
戦
後
、
米
比
軍
に
よ
る
在
留
邦
人
の
拘
束
・
監

禁
か
ら
日
本
軍
に
よ
る
解
放
を
経
て
、
一
九
四
二
年
一
月
三
日
か
ら
始
ま
る

軍
政
下
に
お
い
て
、
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
の
教
育
活
動
が
い
か
に
変
容
し
、

ま
た
、
そ
の
時
の
生
徒
の
心
情
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、

一
九
四
二
年
八
月
発
行
の
『
と
く
べ
つ
児
童
文
集
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
学
校

ご
よ
み
」
と
児
童
の
作
文
を
も
と
に
検
討
を
加
え
る
。

本
軍
に
よ
る
軍
政
が
敷
か
れ
、
軍
へ
の
協
力
が
強
ま
る
と
教
育
活
動
に
も
大

き
な
変
化
が
現
わ
れ
る
。

　

南
洋
の
日
本
人
学
校
に
つ
い
て
は
小
島
勝
の
一
連
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る（

5
）。

小
島
は
南
洋
の
日
本
人
学
校
の
全
体
的
な
動
向
に
つ
い
て
、「
大
正
年
間
か

ら
ぽ
つ
ぽ
つ
現
わ
れ
、
昭
和
八
年
ご
ろ
に
急
に
増
殖
し
、
や
が
て
戦
争
に
よ

り
消
滅
し
て
し
ま
う（

6
）」

と
述
べ
、
複
数
の
日
本
人
学
校
を
取
り
上
げ
そ
の
実

態
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
本
稿
で
は
前
記
の
指
摘
を
踏
ま
え
つ
つ
、
特
に

マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
か
ら
発
行
さ
れ
た
四
点
の
資
料
に
着
目
す
る
。
す
な
わ

ち
『
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
読
本
』（
一
九
三
八
年
四
月
）、『
比
律
賓
小
学
歴
史
』

（
一
九
四
〇
年
三
月
）
と
『
比
律
賓
小
学
地
理
』（
一
九
四
〇
年
五
月
）、『
と
く

べ
つ
児
童
文
集
』（
一
九
四
二
年
八
月
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
四
点
の
資
料
は
み

な
、「
発
行
所　

在
外
指
定
マ
ニ
ラ
日
本
人
小
学
校
」「
代
表
者　

河
野
辰

二
」
と
な
っ
て
お
り
、
現
地
理
解
の
推
進
か
ら
戦
争
協
力
へ
と
日
米
開
戦
を

は
さ
ん
だ
過
程
に
お
い
て
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
の
内

容
と
そ
の
編
纂
意
図
に
つ
い
て
、
時
代
背
景
を
勘
案
し
つ
つ
分
析
す
る
こ
と

で
、
各
時
期
の
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
や
そ
の
変
化
に
つ

い
て
探
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
以
上
の
よ
う
な
課
題

意
識
に
基
づ
き
、
同
校
か
ら
発
行
さ
れ
た
資
料
内
容
を
検
討
し
、
各
発
行
時

期
の
教
育
活
動
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

　

占
領
地
の
日
本
人
学
校
は
、「
大
東
亜
共
栄
圏
」
構
想
の
中
で
否
応
な
く

戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
、
教
師
も
生
徒
も
悲
惨
な
戦
争
被
害
を
蒙
る
こ
と
に
な
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開戦前後におけるマニラ日本人学校にみる教育活動の変容

英
語
に
よ
る
授
業
が
十
六
～
十
九
時
間
あ
っ
た
。
さ
ら
に
英
語
関
連
の
学
校

行
事
を
挙
げ
て
み
る
と
、
例
え
ば
「
昭
和
七
年　

学
事
概
略
」
に
は
「
三
月

十
八
日
バ
キ
オ
小
学
校
修
学
旅
行
隊
来
校
、
同
月
二
十
三
日
バ
ギ
オ
小
学
校

児
童
ノ
歓
迎
オ
話
会
、
七
月
二
十
七
日
英
語
学
芸
会
、
八
月
二
十
三
日
レ
ガ

ル
ダ
小
学
校
参
観
、
同
月
二
十
六
日
ボ
ニ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
小
学
校
参
観
、
十
月

二
十
五
日
英
語
学
芸
会
、
十
二
月
十
八
日
高
等
科
児
童
バ
ギ
オ
旅
行
、
同
月

二
十
四
日
尋
常
五
年
児
童
ア
ラ
バ
ン
遠
足（

11
）」

な
ど
の
内
容
が
記
さ
れ
て
お
り
、

現
地
見
学
や
交
流
を
含
ん
だ
英
語
の
教
育
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
で
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
が
英
語
の
教
育
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
ん

だ
背
景
に
は
、
現
実
的
な
問
題
と
し
て
親
の
要
望
も
含
ま
れ
て
い
た
。「
保

護
者
職
業
調
」（
昭
和
八
年
）
に
よ
る
と
、
在
籍
児
童
五
〇
五
人
の
内
訳
は

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

大
工
・
一
三
九
人
、
水
屋
・
七
十
九
人
、
商
業
・
六
十
七
人
、
銀
行
会

社
・
二
十
八
人
、
建
築
請
負
二
十
四
人
、
製
菓
・
十
二
人
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
・
九
人
、
園
芸
・
九
人
、
仕
立
・
七
人
、
料
理
・
七
人
、
漁
業
・

四
十
一
人
、
商
店
員
・
七
人
、
官
公
吏
・
六
人
、
技
師
・
六
人
、
写
真
・

六
人
、
運
転
手
・
五
人
、
理
髪
・
五
人
、
飲
食
店
・
五
人
、
時
計
・
四

人
、
木
炭
・
四
人
、
僧
侶
・
三
人
、
印
刷
・
二
人
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
・
三

人
、
教
師
・
二
人
、
ブ
リ
キ
・
一
人
、
其
の
他
・
二
十
三
人（

12
）

一
　
一
九
三
〇
年
代
半
ば
か
ら
後
半
の
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
の
教
育
活
動

　

マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
の
『
本
校
施
設
経
営
案
』（
一
九
二
七
年
六
月
十
三
日

付
外
交
文
書
）
を
見
る
と
、「
本
校
教
育
ノ
方
針
」
と
し
て
ま
ず
は
じ
め
に

「
善
良
ナ
ル
児
童
タ
ラ
シ
メ
将
来
ニ
於
テ
ハ
忠
良
ナ
ル
臣
民
ト
シ
テ
南
洋
方

面
ニ
発
展
ス
ル
ノ
素
地
ヲ
養
フ
」
と
書
か
れ
て
い
る（

7
）。

内
地
の
学
校
と
同
様
、

第
一
に
臣
民
教
育
の
理
念
を
掲
げ
て
い
る
の
は
、
戦
前
の
日
本
人
学
校
に
共

通
す
る
基
本
的
な
教
育
方
針
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
方
「
教
授
ノ
方
針
」
で

は
、「
教
授
ハ
児
童
ノ
環
境
及
経
験
ヨ
リ
出
発
シ
之
ヲ
整
理
シ
拡
充
ス
ル
ト

共
ニ
」
と
い
い
、
さ
ら
に
「
必
要
ナ
ル
当
地
方
ノ
材
料
ハ
独
立
的
ニ
若
ク
ハ

付
帯
的
ニ
教
授
ス
ル
コ
ト
」
と
あ
り（

8
）、

教
授
方
法
に
は
現
地
へ
の
関
心
や
理

解
、
経
験
を
喚
起
す
る
よ
う
謳
っ
て
い
る
。「
土
地
ニ
対
ス
ル
愛
好
心
」
が

育
成
す
べ
き
基
本
的
徳
目
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た（

9
）。

こ
う
し
た
点

か
ら
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
で
は
、
臣
民
教
育
を
行
い
つ
つ
も
、
現
地
へ
の
理

解
を
深
め
る
方
針
が
教
育
活
動
の
基
底
部
分
に
据
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

　

具
体
的
な
活
動
内
容
と
し
て
は
、「
英
語
」
に
つ
い
て
は
、
学
則
第
九
条

で
「
尋
常
科
第
二
学
年
以
上
ニ
英
語
ヲ
加
フ
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
規
定
さ
れ（

10
）、

英
語
の
授
業
が
尋
常
科
二
～
六
年
で
は
「
読
方
」
を
中
心
に
二
～
六
時
間
、

高
等
科
で
は
「
話
方
」「
文
法
」「
算
術
」「
地
理
」「
理
科
」
な
ど
の
科
目
で
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一
九
三
四
年
、
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
で
は
、
修
身
科
、
読
方
科
、
体
操
、
保

育
、
英
語
科
、
綴
方
科
、
算
術
科
、
国
史
科
の
研
究
授
業
な
ら
び
に
研
究
会

が
相
次
い
で
開
催
さ
れ
た（

16
）。

さ
ら
に
翌
年
の
一
九
三
五
年
五
月
に
は
、
総
領

事
主
催
の
「
在
比
邦
人
小
学
校
長
会
議
」
が
六
日
間
に
わ
た
っ
て
同
校
で
開

か
れ
、
二
世
の
教
育
方
針
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
に

伴
い
、
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
は
一
九
三
〇
年
代
半
ば
頃
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
日
本
人
学
校
の
中
心
的
指
導
的
な
学
校
と
し
て
、
そ
の
役
割
を
担
う
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
（
写
真
1
、
写
真
2
）。

　

そ
れ
で
は
こ
の
小
学
校
長
会
議
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
た

の
だ
ろ
う
か
。
会
議
の
出
席
者
は
、
木
村
総
領
事
、
木
原
副
領
事
、
木
原
書

記
官
、
篠
原
バ
ギ
オ
校
長
、
栢
森
イ
ロ
イ
ロ
校
長
、
広
瀬
セ
ブ
校
長
、
川
上

ミ
ン
タ
ル
校
長
、
そ
し
て
河
野
マ
ニ
ラ
校
長
の
八
名
で
あ
り（

17
）、

当
時
各
日
本

人
学
校
が
直
面
し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
討
議
が
交
わ
さ
れ
た
。
主
な
議
題

は
次
の
五
点
で
あ
っ
た
。

一
、
国
民
性
涵
養
の
方
法
を
如
何
に
す
べ
き
や
。

二
、
将
来
の
比
島
市
民
と
し
て
の
教
育
方
針
を
如
何
に
す
べ
き
や
。

三
、
日
比
親
善
の
契
機
た
ら
し
む
る
教
育
方
針
如
何
。

四
、
中
等
学
校
設
立
の
要
あ
り
や
。

五
、
日
本
語
を
解
せ
ざ
る
児
童
の
取
り
扱
い
を
如
何
に
す
べ
き
や（

18
）。

こ
こ
か
ら
は
、「
銀
行
会
社
」
と
い
っ
た
転
勤
に
よ
る
一
時
滞
在
者
は
ご
く

少
数
で
、
大
部
分
が
小
売
業
な
ど
現
地
に
密
着
し
た
職
種
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
現
地
人
と
接
す
る
仕
事
に
英
語
は
必
須
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
親
は

子
ど
も
へ
の
英
語
教
育
を
望
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
マ
ニ
ラ
日

本
人
学
校
で
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
よ
う
に
一
時
滞
在
者
と
一
般
在
留
者
と

い
っ
た
対
立（

13
）は

、
少
な
く
と
も
表
面
的
に
は
は
っ
き
り
と
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
尋
常
科
卒
業
者
数
を
見
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
昭

和
十
二
年
十
二
月
十
日
調（

14
））。

男
子
→�

入
学
者
（
尋
一
、
中
途
含
む
）・
四
十
五
人
、
中
途
退
学
者
・

二
十
五
人
、
卒
業
者
・
二
十
人

女
子
→�　

〃	

・
五
十
九
人
、
〃
・
三
十
六
人
、
〃
・
二
十
三
人

合
計
→　

〃	

・
一
〇
四
人
、
〃
・
六
十
一
人
、
〃
・
四
十
三
人

こ
れ
を
見
る
と
入
学
者
の
半
数
し
か
卒
業
に
至
っ
て
い
な
い
。「
中
途
退
学

の
殆
ど
全
部
は
内
地
帰
還
で
内
地
中
等
学
校
入
学
を
志
す
も
の
が
過
半
を
占

め
る（

15
）」

と
い
う
の
が
実
情
で
あ
っ
た
。
せ
っ
か
く
英
語
を
身
に
付
け
て
も
、

進
学
を
考
え
た
と
き
に
内
地
の
中
学
校
入
学
を
選
択
し
、
帰
国
し
て
し
ま
う

者
が
多
い
の
が
現
実
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
定
住
を
推
奨
す
る
と
い
う
点

か
ら
、
現
地
で
の
中
学
校
設
立
の
要
望
が
強
く
出
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

　

一
九
三
三
年
に
は
第
三
代
校
長
・
河
野
辰
二
が
着
任
し
た
。
そ
の
翌
年
の
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は
、「
日
比
関
係
の
歴
史
的
、
経
済
的
密
接
な
る
事
態
を
認
識
さ
せ
」、「
比

島
の
国
民
的
国
家
的
の
行
事
に
対
し
て
は
相
当
の
敬
意
を
表
し
」、「
比
島
の

祝
祭
日
に
は
そ
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
相
当
の
敬
意
を
表
さ
せ
る
」、「
日
比

相
互
の
交
誼
を
厚
う
す
る
た
め
の
機
会
を
作
る
」
な
ど
の
文
言
が
あ
り（

20
）、

日

本
人
学
校
と
し
て
日
比
親
善
を
推
進
す
る
方
針
を
明
確
に
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
前
提
に
は

二
世
の
日
本
人
と
し
て
の
「
国
民
精
神
涵

養
」
が
あ
り
、
日
本
を
優
越
さ
せ
る
意
識

は
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
フ
ィ
リ
ピ
ン

を
尊
重
し
協
調
し
て
い
こ
う
と
す
る
意
識

は
明
瞭
で
あ
る
。

　

こ
の
討
議
事
項
を
反
映
さ
せ
具
現
化
し

た
教
材
と
し
て
、
三
年
後
に
マ
ニ
ラ
日
本

人
学
校
か
ら
出
さ
れ
た
『
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン

読
本
』
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
同

書
は
マ
ニ
ラ
日
本
人
会
の
援
助
を
得
、
マ

ニ
ラ
日
本
人
学
校
二
十
周
年
記
念
の
一
つ

と
し
て
、
一
九
三
八
年
四
月
二
十
八
日
に

発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は

三
十
四
項
目
、
全
二
五
四
頁
か
ら
な
っ
て

い
る
。
冒
頭
で
「
当
校
高
学
年
児
童
に
比

　

特
に
注
目
す
べ
き
は
、「
二
」
の
方
法
に
つ
い
て
の
内
容
で
あ
る
。
そ
こ

で
は
「
比
島
の
国
情
お
よ
び
民
族
性
を
正
し
く
認
識
さ
せ
る
」、「
比
島
伝
統

の
風
俗
、
習
慣
、
宗
教
お
よ
び
文
化
を
尊
重
す
る（

19
）」

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
お

り
、
将
来
永
住
す
る
者
が
出
て
く
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
現
地
理
解
を
し
っ
か

り
さ
せ
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
ま
た
、「
三
」
の
方
法
に

写真 1　マニラ日本人小学校補習科卒業式
（前列中央左側が河野辰二、佐々木譲二氏より提供、1936 年 12 月）

写真 2　マニラ日本人小学校の校門と校舎
（菅原惇氏より提供、1938 年頃）
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律
賓
事
情
を
理
解
さ
せ
、
且
つ
比
律

賓
に
対
す
る
親
し
み
を
深
め
さ
せ
る

た
め
に
編
集
し
た
も
の
で
あ
る（

21
）」

と

代
表
者
で
あ
り
校
長
で
も
あ
る
河
野

は
述
べ
て
い
る
。『
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
読

本
』
に
つ
い
て
は
、
国
際
理
解
教
育

の
視
点
か
ら
論
じ
た
拙
稿
が
あ
る
が（

22
）、

こ
こ
で
は
前
述
の
小
学
校
長
会
議
と

の
関
連
か
ら
見
て
い
く
（
写
真
3
、
写

真
4
）。

　

目
次
の
項
目
を
見
て
も
わ
か
る
よ

う
に
、
そ
の
内
容
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

歴
史
、
地
理
、
産
業
、
日
比
関
係
か
ら
、

住
民
の
暮
ら
し
、
動
植
物
や
気
象
の

特
徴
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
代
表
的
な
人

物
や
挿
話
、
日
比
交
流
に
尽
く
し
た

人
物
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
理
解
全
般
に
つ
い
て
必

要
な
項
目
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
先

の
小
学
校
長
会
議
の
討
議
事
項
で
取

り
上
げ
ら
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
「
国

写真 3　マニラ日本人小学校の校庭　創立二十周年記念式典
（菅原惇氏より提供、1937 年）

写真 4　マニラ日本人小学校の運動会風景
（菅原惇氏より提供、1938 年頃）
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情
」
や
「
民
族
性
」、「
伝
統
の
風
俗
、

習
慣
、
宗
教
お
よ
び
文
化
」
を
認
識

さ
せ
る
と
い
う
点
が
盛
り
込
ま
れ
、

具
体
的
に
わ
か
り
や
す
く
書
か
れ
て

い
る
。
こ
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る

の
は
「
比
律
賓
の
国
旗
と
そ
の
立
て

方
」「
比
律
賓
国
国
歌
」
の
項
目
で

あ
る
。
国
旗
に
つ
い
て
は
カ
ラ
ー
刷

り
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
色
の
持
つ
意

味
が
説
明
さ
れ
て
お
り
、
掲
揚
の
方

法
に
つ
い
て
も
詳
し
く
解
説
さ
れ
て

い
る
。
国
歌
は
原
語
（
英
語
）
の
歌

詞
と
そ
の
大
意
、
楽
譜
ま
で
も
が
載

せ
ら
れ
て
い
る（

23
）。

こ
れ
は
、
会
議
で

討
議
さ
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
対
し

「
相
当
の
敬
意
」
を
払
い
、
日
比
親
善

を
図
ろ
う
と
す
る
教
育
方
針
に
ま
さ

に
沿
う
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
フ
ィ
リ
ッ
ピ

ン
読
本
』
は
先
の
小
学
校
長
会
議
で

の
討
議
内
容
が
大
き
く
反
映
さ
れ
て

表 1　

『フィリッピン読本』
（1938 年／ 1941 年発行）

目次

『新フィリピン読本』
（1943 年発行）

目次

一 比律賓の歴史 一 比律賓の歴史
二 比律賓の地理 二 比律賓の地理
三 マニラ市とマニラ港 三 マニラ市とマニラ港
四 入日の港 四 入日の港
五 我が国と比律賓 五 我が国と比律賓
六 菅沼貞風 六 菅沼貞風
七 矢矧招魂祭の歌 七 矢矧招魂祭の歌
八 太田恭三郎 八 太田恭三郎
九 ケンノン道路工事 九 ケノン道路工事

一〇 バギオの旅 一〇 バギオの旅
一一 ダヴァオ 一一 ダヴァオ
一二 麻山 一二 麻山
一三 俳句 一三 俳句
一四 マニラ名所 一四 マニラ名所
一五 年中行事 一五 年中行事
一六 共進会 一六 共進会
一七 市民と衛生 一七 市民と衛生
一八 俚諺 一八 俚諺
一九 セブだより 一九 セブーだより
二〇 気候と台風 二〇 気候と台風
二一 暴風警報 二一 暴風警報
二二 交通 二二 貿易
二三 貿易 二三 民謡
二四 民謡 二四 住民
二五 住民 二五 風習
二六 珍しい動植物 二六 珍しい動植物
二七 金山 二七 金山
二八 イロイロ市とネグロス島 二八 イロイロ市とネグロス島
二九 志士リサール 二九 志士リサール
三〇 比律賓の国旗とその立て方 三〇 比律賓の伝説
三一 比律賓国国歌 　（一） 創世記
三二 私どもの学校 　（二） 仙人の煙草
三三 比律賓創世記 　（三） マンギタとラリナ
三四 比律賓のお伽話 三一 比律賓のお伽話

　（一） 愚かな商人
　（二） 猿と亀
三二 私どもの学校
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扱
っ
て
い
る
。
そ
し
て
第
九
章
第
八
節
の
「
比
律
賓
連
邦
政
府
の
樹
立
」

（
一
九
三
五
年
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
発
足
）
で
全
体
の
記
述
が

終
わ
っ
て
い
る
。
巻
末
の
年
代
表
に
は
、
西
暦
で
書
か
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

歴
史
事
項
に
、「
日
本
紀
元
」
と
歴
代
の
「
天
皇
」「
将
軍
」
の
名
前
が
併
記

さ
れ
、
日
本
と
の
関
係
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
表
2
）。

　

一
方
、『
比
律
賓
小
学
地
理
』
は
、
十
四
章
三
十
九
節
、
全
一
二
〇
頁
（
附

録
を
含
む
）
か
ら
な
り
、
各
章
で
少
年
少
女
を
登
場
さ
せ
、
自
分
た
ち
の
土

地
の
生
活
の
様
子
を
紹
介
し
た
り
、
旅
行
に
行
っ
た
時
の
現
地
で
の
様
子
を

手
紙
文
で
語
っ
た
り
、
自
分
た
ち
の
父
親
か
ら
聞
い
た
そ
の
土
地
で
の
農
業

の
様
子
な
ど
を
語
り
口
調
で
紹
介
し
た
り
と
、
物
語
風
で
親
し
み
や
す
い
内

容
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
話
の
中
に
各
地
方
に
お
け
る
稲
、
煙
草
、
玉

蜀
黍
、
甘
藷
、
砂
糖
、
椰
子
、
マ
ニ
ラ
麻
の
生
産
の
様
子
や
、
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
で
の
漁
業
や
マ
ニ
ラ
で
の
商
業
の
こ
と
な
ど
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
ま

た
、
巻
末
に
は
地
図
と
統
計
資
料
の
附
録
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
対
日
貿
易

額
な
ど
も
書
か
れ
て
い
る
（
表
3
）。

　

こ
の
よ
う
に
二
冊
と
も
百
頁
以
上
も
あ
る
か
な
り
厚
い
本
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
時
期
な
ぜ
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
教
科
書
が
翻
訳
さ
れ
、
相
次
い
で
マ
ニ
ラ
日

本
人
学
校
か
ら
出
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

主
な
理
由
と
し
て
次
の
二
点
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
点
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

政
府
の
外
国
人
学
校
に
対
す
る
態
度
の
変
化
で
あ
る
。
も
と
も
と
フ
ィ
リ
ピ

ン
政
府
の
外
国
人
学
校
に
対
す
る
態
度
は
概
ね
自
由
放
任
的
な
も
の
で
あ
っ

作
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
中
心
校
で
あ
る
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
か
ら
発
行
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
『
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
読
本
』
は
マ
ニ
ラ
日
本
人
会
に
は

も
ち
ろ
ん
、
外
務
大
臣
、
台
湾
外
事
課
長
、
在
米
大
使
、
ダ
ヴ
ァ
オ
領
事
な

ど
に
も
送
付
さ
れ
、
さ
ら
に
文
部
省
、
南
洋
協
会
に
も
転
送
さ
れ
て
お
り
、

好
評
を
得
て
い
た
よ
う
だ（

24
）。

一
九
四
一
年
四
月
に
は
台
湾
南
方
協
会
か
ら
再

版
さ
れ
た
（
表
1
）。

二
　
一
九
四
〇
年『
比
律
賓
小
学
歴
史
』『
比
律
賓
小
学
地
理
』の
発
行
事
情

　

一
九
四
〇
年
三
月
と
五
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
『
比
律
賓
小
学
歴
史
』
と
『
比

律
賓
小
学
地
理
』
が
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
（
代
表
者
・
河
野
辰
二
）
か
ら
発

行
さ
れ
た
。

　

ま
ず
両
書
の
内
容
か
ら
見
て
い
こ
う
。
こ
れ
ら
は
二
冊
と
も
現
地
小
学
校

で
使
用
さ
れ
た
教
科
書
の
翻
訳
で
あ
る
。『
比
律
賓
小
学
歴
史
』は
、C

onrado 

B
enitez （

25
）

に
よ
るPhilippine H

istory in Stories

を
、『
比
律
賓
小
学
地
理
』

は
、H

ugo H
. M

iller （
26
）

とC
atalina Velasquez Ty

そ
し
てJose B

alagot
に

よ
るH

om
e Lands

を
そ
れ
ぞ
れ
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
『
比
律
賓
小
学
歴
史
』
は
、
九
章
七
十
四
節
、
全
一
五
五
頁
（
年
表
を
含

む
）
か
ら
な
り
、
目
次
を
見
て
も
わ
か
る
通
り
、
全
体
的
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

対
す
る
ス
ペ
イ
ン
の
支
配
と
そ
の
抵
抗
の
歴
史
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
第

八
章
「
比
律
賓
革
命
運
動
」
は
ボ
ニ
フ
ォ
シ
オ
と
リ
サ
ー
ル
の
抵
抗
運
動
を
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表 2　『比律賓小学歴史』（1940 年 3月発行）目次
第一章 有史以前の比律賓
　第一節 マレー王の戴冠式
　第二節 家屋のはじまり
　第三節 最初の稲田
　第四節 Visayans の起り
　第五節 比律賓と文字
　第六節 マレー人の火薬
　第七節 古代の対支貿易
　第八節 支那との交歓
　第九節 Moros の名の起り
第二章 スペインの比律賓征服
　第一節 ヨーロッパ人の渡来
　第二節 贈物の交換
　第三節 F. Magellan の死
　第四節 血同盟
　第五節 比律賓国名の由来
　第六節 聖児 Jesus の肖像
　第七節 最後のマニラ王
　第八節 マニラを救つた Salcedo
第三章 キリスト教の伝来
　第一節 比律賓に於ける布教
　第二節 偶像の破壊
　第三節 姓のはじまり
　第四節 僧侶になつた少年
　第五節 比律賓服
第四章 比律賓人のスペインへの労役
　第一節 Gatmaitan の悲運
　第二節 比律賓人が大砲製法を忘れた理由
　第三節 貢物
　第四節 Banal の山中逃走
　第五節 比律賓兵の支那人討伐
　第六節 比律賓兵の名誉
　第七節 比律賓人殉教者
　第八節 スペイン軍を救つた比律賓水兵
　第九節 英艦の来襲
　第十節 三人と五十人
第五章 比律賓の革命運動
　第一節 最初の反逆人
　第二節 善人の偉力
　第三節 Bohol の反乱
　第四節 Sumoroy の敗戦
　第五節 Pampanga の革命騒ぎ
　第六節 Pangasinan 王国の企て
　第七節 比律賓監視官の任命
第六章 比律賓の門戸閉鎖
　第一節 黄金の島
　第二節 Santa Ana 号の鹵獲
　第三節 悲しい歓迎
　第四節 スペイン青年の冒険
　第五節 日本との往来
　第六節 支那人の渡来
　第七節 最古の印刷所
　第八節 総督と大司教との抗争

第七章 比律賓の門戸開放
　第一節 スペイン軍艦来航の反対
　第二節 百余年続いた組合
　第三節 失敗した王立会社
　第四節 煙草専売
　第五節 食料生産運動
　第六節 米国船の来航
　第七節 道路の増設
　第八節 最初の新聞
　第九節 スペイン議会の比律賓代表者
　第十節 西比間距離の接近
　第十一節 最初の公立学校
第八章 比律賓革命運動
　第一節 比律賓三僧侶の死
　第二節 スペインで雑誌発行の比律賓人
　第三節 Rizal の著書
　第四節 最近の血同盟
　第五節 Montalban の洞窟物語
　第六節 身分証明書の破棄
　第七節 Rizal の最期
　第八節 守られない約束
第九章 米国の統治
　第一節 米国の比律賓領有
　第二節 比律賓国旗
　第三節 東洋最初の共和国
　第四節 バナナ読本
　第五節 Tirad 越の Gregorio del Pilar
　第六節 Aguinaldo の捕獲
　第七節 比律賓人のための比律賓
　第八節 比律賓連邦政府の樹立
年代表
地図
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た
が
、
国
際
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
こ
の
時

期
急
激
に
取
り
締
ま
り
が
強
化
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
外
国
人
学
校
に
対
し
フ
ィ
リ
ピ
ン

的
教
育
を
強
制
し
よ
う
と
す
る
風
潮
が
強

ま
っ
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
一
九
三
九
年

度
議
会
に
お
い
て
私
立
学
校
法
修
正
案
が
提

出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、「
外

国
人
子
弟
専
門
の
私
立
学
校
［
マ
ニ
ラ
日
本
人

学
校
、
支
那
人
学
校
を
指
す
］
の
設
立
又
は
開

校
を
禁
止
し
既
に
設
立
又
は
開
校
せ
る
学
校

に
あ
り
て
は
其
課
目
に
比
島
憲
法
、
政
治
、

歴
史
、
地
理
を
英
語
を
以
つ
て
教
授
す
べ
し（

27
）」

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
法
案
は
採
択
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
法
案
は

早
晩
成
立
す
る
で
あ
ろ
う
と
の
見
方
が
大
勢

で
あ
り
、
そ
の
対
策
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で

あ
る（

28
）。

　

も
う
一
点
は
、
日
本
人
学
校
全
体
の
動
向

で
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
の
外
国
人
学
校

に
対
す
る
態
度
が
硬
化
す
る
中
で
、

一
九
三
六
年
～
一
九
四
〇
年
の
間
に
フ
ィ
リ

表 3　『比律賓小学地理』（1940 年 5月発行）目次
第一章 Ilocos Coast の生活
　第一節 雨季と乾燥季
　第二節 雨季
　第三節 乾燥季
　第四節 家庭工業
第二章 Cagayan Valley
　第一節 Valley の旅
　第二節 Cagayan 河の洪水
　第三節 河川と道路
第三章 Mountain 州
　第一節 山嶽人の生活
　第二節 山嶽人の食料生産
　第三節 家屋
　第四節 住民
　第五節 Akop の Baguio 旅行
第四章 新 Ilocos Coast

Zambales
第五章 Luzon 中央平野
　第一節 雨季の農作
　第二節 乾燥季の農作
第六章 マニラ市
　第一節 区と街
　第二節 マニラの繁華
第七章 沼沢地方
第八章 マニラ市場の食料品と供給品
　第一節 必要品の供給
　第二節 平野地方
　第三節 湖水地方
　第四節 高台地方
第九章 Tayabas 州と Marinduque 州
　第一節 無数の古々椰子
　第二節 椰子栽培者の生活
第十章 Mindoro 州、Palawan 州、

Romblon 州、Masbate 州廻漕業
第十一章 Bicol 半島
　第一節 火山と人生との関係
　第二節 マニラ麻
　第三節 Bicol 半島部

第十二章 Visaya 諸島
　第一節 コプラと麻を産する州
　第二節 玉蜀黍を産する州
　第三節 砂糖を産する州

一　Antique 州
二　Occ. Negros 州
三　Iloilo 州
四　Capiz 州

第十三章 Mindanao 島
　第一節 Mindanao の東海岸
　第二節 Mindanao 島縦断
　第三節 Davao 州
　第四節 Mindanao 島の山越
　第五節 Bukidnon 高原
　第六節 Cotabato 州
　第七節 Lanao 湖
　第八節 Zamboanga 州
　第九節 Sulu 州
第十四章 比律賓群島の南端から北端まで
　第一節 商用旅行
　第二節 暴風の島
附録
地図
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ピ
ン
で
は
十
二
校
も
の
日
本
人
学
校
が
新
た
に
在
外
指
定
学
校

と
な
っ
た
（
ダ
バ
オ
九
校
、
セ
ブ
一
校
、
イ
ロ
イ
ロ
一
校
、
ビ
コ
ー

ル
一
校
）（
表
4
）。
日
本
人
学
校
は
法
制
度
的
に
は
外
国
人
学
校

の
地
位
に
あ
り
、
当
該
国
の
規
制
を
受
け
る
が
、
一
方
日
本
政

府
か
ら
在
外
指
定
の
認
可
を
受
け
る
と
、
一
定
額
の
補
助
金
が

得
ら
れ
、
職
員
は
国
内
同
様
、
恩
給
法
の
適
用
対
象
者
と
な
り
、

そ
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
政
府
は
認
可
を
出

す
た
め
に
、
学
校
運
営
全
般
に
関
す
る
事
前
の
調
査
を
行
う
が
、

一
九
三
〇
年
代
後
半
は
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
構
想
の
も
と
、
こ

の
制
度
を
通
し
て
、
日
本
式
臣
民
教
育
を
広
め
た
い
と
い
う
ね

ら
い
も
あ
っ
た（

29
）。

つ
ま
り
、
こ
の
時
期
の
日
本
人
学
校
は
当
該

国
か
ら
も
日
本
政
府
か
ら
も
規
制
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
と
い

え
る
。
そ
の
た
め
中
心
校
で
あ
る
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
は
、
新

た
な
在
外
指
定
学
校
の
運
営
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
も
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
側
の
要
求
に
対
応
し
た
教
育
内
容
に
関
し
て
、
そ
の
範

を
示
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る（

30
）。

　

こ
う
し
た
緊
迫
し
た
状
況
の
も
と
、
日
本
人
学
校
で
は

一
九
四
〇
年
の
新
学
期
（
一
月
）
よ
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
歴
史

と
地
理
を
尋
常
科
五
、六
年
生
と
高
等
科
一
、二
年
生
に
英
語
で

教
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
こ
の
時
点
で
は
強
制
で
は
な

く
自
発
的
に
で
あ
っ
た
）。
し
か
し
な
が
ら
、
英
語
で
書
か
れ
た

表 4

学校種別

国別

初等学校
数

中等諸学校数 計 年度別指定（新規）校数

中学校 高等
女学校

実業
学校

青年
学校 （小計） 1906

～ 10
1911
～ 15

1916
～ 20

1921
～ 25

1926
～ 30

1931
～ 35

1936
～ 40

1941
～ 45

南朝鮮 21 1 3 1 （5） 26 21 5

北朝鮮 8 8 7 1
中国

（東北部除く） 141 10 20 16 28 （74） 215 2 2 9 16 7 10 67 102

中国東北部
（旧満州国） 386 13 21 10 31 （75） 461 13 9 6 16 9 53 231 124

中国東北部
（旧関東州） 2 （2） 2 1 1

ソ連 1 1 1

イギリス 1 1 1

フィリピン 16 16 1 1 2 12

シンガポール 1 1 1

インドネシア 7 7 1 4 2

インド 2 2 1 1

タイ 1 1 1

マレーシア 4 4 1 3

ペルー 2 2 1 1

ビルマ 1 1 1

ベトナム 3 3 3

計 595 24 44 29 59 （156） 751 43 19 18 34 26 65 317 229

出典：渡部宗助『在外指定学校一覧（1906–1945）』1982 年、48 頁。
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リ
ピ
ン
理
解
の
大
切
さ
を
重
視
す
る
姿
勢
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
事
情
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
両
書
で
あ
る
が
、
や
は
り
元
が

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
生
徒
対
象
の
教
科
書
で
あ
る
か
ら
、
日
本
の
生
徒
に
は
そ
ぐ

わ
な
い
内
容
も
含
ま
れ
て
い
た
。
特
に
歴
史
は
ス
ペ
イ
ン
の
圧
政
に
対
す
る

抵
抗
史
と
い
う
側
面
が
強
く
描
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
英

雄
ホ
セ
・
リ
サ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
第
八
章
第
七
節
「R

izal

の
最
期
」
で

次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

R
izal

の
敵
は
彼
の
死
刑
に
よ
つ
て
自
分
達
が
勝
利
を
得
た
も
の
と
思

つ
た
で
あ
ら
う
が
、
歴
史
は
か
へ
つ
て
比
律
賓
人
に
勝
利
を
も
た
ら
し

た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
比
律
賓
人
は
そ
の
偉
大
な
指
導
者
の
死
に
憤

激
し
、
勇
気
を
ふ
る
ひ
起
し
て
戦
は
う
と
決
心
し
た
。
今
ま
で
革
命
参

加
の
こ
と
な
ど
考
へ
て
ゐ
な
か
つ
た
多
数
の
比
律
賓
人
が
故
郷
を
と
び

出
し
、
ス
ペ
イ
ン
人
に
反
抗
し
て
武
器
を
と
つ
て
立
ち
上
つ
た
。R

izal

は
そ
の
生
命
を
犠
牲
に
し
た
が
、
彼
の
死
は
革
命
に
新
生
命
を
与
へ
た

の
で
あ
る（

34
）。

抵
抗
史
と
し
て
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
史
に
対
し
河
野
は
、「
か
う
し
た
事
実
を
単

に
児
童
に
習
得
さ
せ
る
こ
と
は
、
国
民
志
操
を
涵
養
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
我
が
国

史
の
立
前
か
ら
は
全
く
無
意
味
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
寧
ろ
危
惧
の
念
さ

へ
湧
く
の
で
あ
る
か
ら
、
指
導
の
任
に
当
る
者
は
常
に
正
し
い
批
判
力
と
反

外
国
の
歴
史
・
地
理
の
教
科
書
を
読
む
こ
と
は
、
日
本
の
小
学
生
に
と
っ
て

困
難
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の
た
め
『
比
律
賓
小
学
歴

史
』『
比
律
賓
小
学
地
理
』
の
発
行
は
、
お
そ
ら
く
非
常
に
急
が
れ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
間
の
事
情
を
総
領
事
代
理
・
木
原
次
太
郎
は
こ
う

説
明
す
る
。「
今
後
在
比
邦
人
小
学
校
に
於
て
も
在
外
指
定
学
校
と
し
て
の

教
育
を
妨
げ
な
い
範
囲
内
で
、
其
の
教
科
目
中
に
比
島
歴
史
及
地
理
を
加
へ
、

比
島
政
府
認
定
の
教
科
書
を
使
用
す
る
こ
と
と
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、
邦
人

児
童
の
英
語
学
力
は
比
島
人
生
徒
に
比
し
可
成
に
遜
色
が
あ
る
の
で
、
児
童

の
学
習
に
便
す
る
為
、
補
助
本
と
し
て
本
教
科
の
邦
訳
が
印
刷
に
付
せ
ら
れ

た
の
で
あ
る（

31
）」。

　

こ
の
説
明
に
よ
り
、
両
書
の
発
行
に
は
児
童
の
英
語
で
の
学
習
を
補
助
す

る
た
め
の
手
引
書
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
一
方
で

こ
の
時
期
は
ま
だ
、
日
比
親
善
に
寄
与
す
る
教
育
を
考
え
る
余
地
が
残
っ
て

い
た
と
も
い
え
る
。
先
の
木
原
総
領
事
代
理
は
説
明
の
最
後
に
、「
本
書
の

上
梓
は
た
だ
原
書
に
よ
る
比
島
歴
史
の
学
習
上
児
童
の
英
語
力
不
足
を
補
ふ

ば
か
り
で
な
く
、
又
日
比
親
善
関
係
を
尚
一
層
増
進
す
る
に
寄
与
す
る
と
こ

ろ
大
な
る
も
の
あ
る
と
信
ず
る
次
第
で
あ
る（

32
）」

と
い
い
、
ま
た
校
長
で
あ
り
、

両
書
発
行
の
代
表
者
で
あ
る
河
野
も
「
我
々
在
留
邦
人
が
よ
く
比
島
の
事
情

に
通
じ
、
こ
れ
を
そ
の
思
想
や
歴
史
に
ま
で
及
ぼ
す
こ
と
は
、
両
国
民
間
に

親
愛
の
情
と
、
尊
敬
の
念
と
を
醸
す
ば
か
り
で
な
く
、
相
互
の
提
携
を
よ
り

固
く
す
る
上
に
必
要
な
こ
と
だ
と
考
へ
る（

33
）」

と
述
べ
、
日
比
の
友
好
や
フ
ィ
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三
　
日
米
開
戦
と
軍
政
開
始
時
の
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校

（
一
）
開
戦
後
の
教
育
活
動

　
　

―
―
『
と
く
べ
つ
児
童
文
集
』
の
「
学
校
ご
よ
み
」
か
ら

　

日
米
戦
争
は
一
九
四
一
年
十
二
月
八
日
に
始
ま
っ
た
。
開
戦
と
同
時
に
日

本
軍
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
攻
撃
を
開
始
し
、
こ
の
日
の
う
ち
に
ル
ソ
ン
島
北
部
の

バ
タ
ア
ン
半
島
へ
の
上
陸
作
戦
、
ル
ソ
ン
島
の
ク
ラ
ー
ク
飛
行
場
と
イ
バ
飛

行
場
の
攻
撃
、
バ
ギ
オ
方
面
へ
の
攻
撃
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
ダ
バ
オ
へ
の
攻
撃

な
ど
を
敢
行
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
四
二
年
一
月
二
日
に
は
マ
ニ
ラ
へ
侵
攻

し
、
翌
三
日
か
ら
軍
政
を
開
始
し
た
。
一
方
、
米
比
軍
は
バ
タ
ア
ン
半
島
と

コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
に
篭
城
し
、
激
し
い
戦
闘
を
続
け
た
が
、
一
九
四
二
年
四

月
九
日
に
バ
タ
ア
ン
半
島
が
、
五
月
六
日
に
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
が
陥
落
し
、

翌
日
ア
メ
リ
カ
極
東
軍
（
ユ
サ
フ
ェ
）
は
降
伏
し
た
（
こ
れ
よ
り
先
三
月
十
一

日
に
総
司
令
官
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
将
は
「
ア
イ
・
シ
ャ
ル
・
リ
タ
ー
ン
」
の
言
葉

を
残
し
て
、
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
を
脱
出
し
て
い
る（

39
））。

　

開
戦
直
後
の
戦
況
の
中
で
、
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
た
の
だ
ろ
う
か
。『
と
く
べ
つ
児
童
文
集
』
に
は
「
学
校
ご
よ
み
」（
昭
和

十
六
年
十
一
月
二
十
日
か
ら
昭
和
十
七
年
六
月
三
十
日
ま
で
）
が
掲
載
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
時
期
の
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
の
活
動
が
記
録
さ
れ
て
い
る
（
図

1
）。
そ
の
一
部
を
記
す
。

省
力
と
を
児
童
に
持
た
せ
る
や
う
に
つ
と
め
ね
ば
な
ら
ぬ（

35
）」

と
し
、「
革
命
」

や
「
抵
抗
」
の
教
授
に
は
細
心
の
注
意
を
払
う
よ
う
促
す
こ
と
を
忘
れ
て
は

い
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
『
比
律
賓
小
学
歴
史
』『
比
律
賓
小
学
地
理
』
は
、
実

際
ど
の
く
ら
い
の
期
間
使
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
開
戦
勃
発
後
は

使
わ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
両
書
が
揃
う
一
九
四
〇
年
五
月

頃
か
ら
一
九
四
一
年
十
二
月
八
日
頃
ま
で
と
推
測
さ
れ
る（

36
）。

し
た
が
っ
て
、

両
書
が
実
際
に
使
わ
れ
た
期
間
は
一
年
余
ほ
ど
の
ご
く
短
い
期
間
だ
っ
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
こ
の
時
期
、
両
書
が
も
た
ら
し
た
も
の
は
内
容
そ

の
も
の
の
教
育
的
効
果
よ
り
も
む
し
ろ
、
日
比
両
政
府
に
対
し
て
両
書
を
発

行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
が
あ
る
一
定
程
度
の
フ
ィ
リ
ピ

ン
尊
重
の
姿
勢
を
示
す
こ
と
で
得
ら
れ
た
作
用
の
方
が
、
よ
り
効
果
的
で

あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
「
在
比
島
邦
人
子

弟
の
学
校
教
育
に
関
す
る
調
査
」
の
中
に
は
、「
政
治
的
に
、
日
本
人
学
校

が
比
島
政
府
の
意
途
［
マ
マ
］
を
尊
重
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
法
令
に
よ

る
束
縛
よ
り
逃
が
れ
る
こ
と
は
明
か
に
賢
明
な
策
と
言
ひ
う
る（

37
）」

と
い
う
発

言
が
見
ら
れ
、
両
書
の
発
行
の
効
果
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
政

府
（
外
務
省
）
に
対
し
て
も
、「
比
島
ニ
於
ケ
ル
私
立
学
校
登
録
問
題
」
の

経
緯
は
報
告
さ
れ
て
い
た
が
、
事
態
の
鎮
静
化
が
伝
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、

同
省
に
も
こ
の
両
書
は
送
付
さ
れ
て
い
た（

38
）。
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○
昭
和
十
六
年
十
二
月

八
日
（
月
）
皇
軍
の
ハ
ワ
イ
爆
撃
、
宣
戦
の
大
詔
煥
発
…
…
ニ
ュ
ー
ス

は
い
ち
早
く
比
島
に
伝
は
つ
た
。
学
校
は
臨
時
休
業
。
在
留
邦
人
は
避

難
準
備
に
大
わ
ら
わ
。

こ
の
日
日
本
人
は
、
ム
ン
テ
ン
ル
バ
刑
務
所
・
三
井
物
産
会
社
社
宅
・

日
本
ク
ラ
ブ
・
太
田
興
業
会
社
社
宅
・
大
同
貿
易
会
社
社
宅
・
森
自
転

車
工
場
・
バ
リ
ン
タ
ワ
ー
ク
麦
酒
会
社
社
宅
に
収
容
監
禁
さ
れ
た
。

二
十
八
日
（
日
）
ム
ン
テ
ン
ル
バ
組
二
百
七
十
四
名
が
本
校
に
収
容
替

○
昭
和
十
七
年
一
月

二
日
（
金
）
皇
軍
の
入
城
に
感
激
の
血
湧
く
。
金
村
部
隊
駐
屯

四
日
（
日
）
本
日
以
後
他
集
合
所
か
ら
、
軍
奉
仕
者
が
続
々
と
本
校
に

集
つ
て
来
た
。

二
十
二
日
（
木
）
土
橋
兵
団
合
同
慰
霊
祭
が
極
東
大
学
で
施
行
さ
れ
、

職
員
児
童
参
列

三
十
日
（
金
）
本
校
集
合
所
を
ア
メ
リ
カ
人
青
年
館
に
移
転（

40
）

　

こ
こ
か
ら
は
、
開
戦
直
後
、
在
留
日
本
人
が
米
比
軍
に
よ
り
強
制
的
に
収

容
施
設
に
拘
束
・
監
禁
さ
れ
、
不
安
と
恐
怖
の
日
々
を
過
ご
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
れ
が
一
九
四
二
年
一
月
二
日
、
日
本
軍
の
マ
ニ
ラ
進
駐
に
よ
り
解

放
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
の
喜
び
の
様
子
を
前
記
「
学
校
ご
よ
み
」
で

図 1
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り
、
ま
た
連
日
の
ご
と
く
職
員
生
徒
は
多
く
の
軍
人
の
出
迎
え
や
奉
仕
作
業
、

慰
問
、
英
霊
参
拝
な
ど
に
駆
り
出
さ
れ
た
。
軍
関
係
の
動
員
が
以
後
ず
っ
と

続
い
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
も
は
や
開
戦
前
の
よ
う
な
教
育
活
動
を
行
う
こ

と
は
難
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
軍
に
よ
り
米
比
軍
か
ら
の
拘
束
を
解
か

れ
、
ま
た
軍
政
が
始
ま
る
と
、
軍
政
部
か
ら
給
食
、
服
地
や
学
用
品
、
教
科

書
な
ど
多
く
の
物
品
も
支
給
さ
れ
て
い
た
。
子
ど
も
た
ち
の
軍
に
対
す
る
恩

恵
や
歓
迎
す
る
気
持
ち
は
い
や
が
う
え
に
も
高
ま
っ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
。

マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
は
ま
さ
に
軍
政
の
協
力
校
の
中
心
と
な
り
、
開
戦
前
に

見
ら
れ
た
現
地
理
解
の
姿
勢
な
ど
は
ま
た
た
く
間
に
消
え
て
し
ま
っ
た
様
子

が
こ
の
「
学
校
ご
よ
み
」
か
ら
読
み
取
れ
る（

43
）。

（
二
）『
と
く
べ
つ
児
童
文
集
』
の
作
文

　

で
は
軍
政
開
始
時
の
状
況
の
中
で
子
ど
も
た
ち
は
何
を
感
じ
た
の
だ
ろ
う

か
。
そ
の
一
端
を
『
と
く
べ
つ
児
童
文
集
』
の
作
文
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き

る
。
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
で
は
一
九
三
〇
年
代
後
半
以
降
、『
児
童
文
集
』

が
一
九
三
六
年
、
一
九
四
〇
年
と
発
行
さ
れ
て
い
る
が（

44
）、

一
九
四
二
年
発
行

の
も
の
を
『
と
く
べ
つ

0

0

0

0

児
童
文
集
』［
傍
点
は
引
用
者
］
と
し
た
理
由
を
、
冒

頭
の
部
分
で
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

私
た
ち
は
こ
の
一
年
間
に
、
今
ま
で
見
も
聞
き
も
考
へ
も
し
な
か
つ
た

い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
て
、
こ
は
か
つ
た
こ
と
―
う
れ
し
か
つ
た
こ
と

は
、「
感
激
の
血
湧
く
」
と
表
現
し
て
い
る
。
実
際
こ
の
時
、
マ
ニ
ラ
日
本

人
学
校
の
校
庭
は
日
本
人
兵
士
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
と
い
う（

41
）。

さ
ら
に
翌
月

の
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
の
取
り
組
み
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

○
昭
和
十
七
年
二
月

二
日
（
月
）
開
校
式
挙
行
、
新
納
総
領
事
来
校
訓
話
。
本
日
か
ら
校
庭

に
国
旗
を
掲
揚
し
て
、
所
謂
日
丸
精
神
の
昂
揚
に
努
む
。
英
霊
に
参
拝

し
て
、
感
謝
の
誠
を
捧
げ
る
。　

三
日
（
火
）
入
学
入
園
式
挙
行　

五
日
（
木
）
本
日
か
ら
児
童
に
給
食

六
日
（
金
）
児
童
有
志
を
引
率
し
て
、兵
站
病
院
及
野
戦
病
院
を
見
舞
ふ
。

八
日
（
日
）
宣
戦
の
大
詔
奉
読
式
挙
行
、
奉
仕
作
業
、
比
島
神
社
及
英

霊
参
拝
、
時
局
に
関
す
る
綴
方
作
成
、
児
童
服
地
及
学
用
品
を
軍
政
部

か
ら
戴
く
。　

十
一
日
（
水
）
紀
元
節
祝
賀
式
挙
行
。
海
軍
病
院
を
見
舞
ふ
。　

十
五
日
（
日
）
軍
政
部
か
ら
学
用
品
を
戴
く
。
放
送
局
で
児
童
四
名
の

談
話
を
録
音　

十
八
日
（
水
）
放
送
局
か
ら
、
本
校
授
業
実
況
録
音
の
た
め
来
校　

二
十
五
日
（
水
）
陸
軍
大
臣
か
ら
教
科
書
御
恵
贈
の
通
知
に
接
し
た（

42
）。

　

マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
は
、
前
記
の
よ
う
に
軍
関
係
者
が
集
ま
る
拠
点
と
な
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内
容
は
、
児
童
の
心
情
を
か
な
り
の
程
度
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
読
み
取

る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
編
者
が
必
ず
し
も
代
表

者
・
河
野
辰
二
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
今
の
と
こ
ろ
編
者
イ
コ
ー
ル
代

表
者
か
ど
う
か
を
実
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
仮
に
『
と
く
べ

つ
児
童
文
集
』
を
直
接
編
ん
だ
の
が
河
野
自
身
で
な
い
と
し
て
も
、
少
な
く

と
も
文
集
冒
頭
で
述
べ
ら
れ
た
「
と
く
べ
つ
」
の
意
味
合
い
を
、
代
表
者
で

あ
る
河
野
も
了
承
し
て
い
た
と
考
え
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
背
景
・
意
図
の
も
と
に
発
行
さ
れ
た
『
と
く
べ
つ
児
童
文

集
』
か
ら
、
開
戦
直
後
の
体
験
に
対
す
る
児
童
の
心
情
を
見
て
い
く
こ
と
に

す
る
。

　

ま
ず
、
十
二
月
八
日
の
体
験
を
五
年
生
の
女
子
は
、
日
常
の
生
活
場
面
か

ら
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

日
本
ク
ラ
ブ
に
ひ
な
ん
す
る
ま
で�

初
五　

長
島　

信
子

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
何
時
も
の
や
う
に
、
私
と
姉
と
弟
と
三
人

で
学
校
に
向
ひ
ま
し
た
。
途
中
で
、
中
村
さ
ん
が
引
返
し
て
來
る
の
に

出
合
ひ
ま
し
た
。
中
村
さ
ん
が
、
私
達
を
見
る
と
す
ぐ
に
、

「
僕
は
学
校
ま
で
行
つ
た
の
だ
が
、
吉
村
先
生
が
、『
戦
争
が
始
ま
つ
た

か
ら
、
早
く
家
へ
帰
り
な
さ
い
。』
と
お
つ
し
や
つ
た
。」

と
言
ひ
ま
し
た
。
私
達
は
び
つ
く
り
し
て
、
急
い
で
家
に
引
返
し
、
父

母
に
つ
げ
ま
す
と
、
父
は
、

―
あ
り
が
た
か
つ
た
こ
と
―
な
ど
、
ど
れ
ほ
ど
た
く
さ
ん
味
は
つ
て
来

た
か
知
れ
な
い
。

か
う
し
た
こ
と
は
、
今
頭
に
は
つ
き
り
残
つ
て
ゐ
て
も
、
年
が
立
つ
に

し
た
が
つ
て
、
だ
ん
だ
ん
忘
れ
て
し
ま
ふ
に
ち
が
ひ
な
い
。
そ
れ
で
こ

の
体
験
に
な
つ
た
綴
方
を
、
文
集
に
ま
と
め
て
お
く
こ
と
は
、
の
ち
の

た
め
大
切
な
こ
と
だ
と
思
ふ
。

こ
の
文
集
は
、
さ
う
し
た
記
録
と
し
て

0

0

0

0

0

［
傍
点
は
引
用
者
］
残
す
た
め

に
作
つ
た
も
の
で
、
今
ま
で
の
文
集
の
や
う
に
、
文
章
の
ね
う
ち
が
あ

る
か
な
い
か
、と
い
ふ
こ
と
は
、深
く
考
へ
の
中
に
入
れ
て
は
な
い
。「
と

く
べ
つ
」
文
集
と
名
づ
け
た
の
は
、
こ
の
わ
け
な
の
で
あ
る
。

　
　

昭
和
十
七
年
八
月�

編
者
し
る
す（

45
）

　

代
表
者
・
河
野
は
、
経
歴
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
国
語
教
育
に
力
を
入

れ
た
教
師
で
あ
り
、
作
文
指
導
に
も
熱
心
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
頻

繁
に
『
児
童
文
集
』
を
出
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
一
九
四
二
年
以
前
に
発

行
さ
れ
た
『
児
童
文
集
』
は
「
文
章
と
し
て
の
ね
う
ち
」
を
問
う
も
の
で
あ

り
、
も
し
か
し
た
ら
教
師
の
手
も
入
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

一
九
四
二
年
発
行
の
『
と
く
べ
つ
児
童
文
集
』
は
、
開
戦
と
い
う
劇
的
な
児

童
の
体
験
を
「
記
録
と
し
て
」
残
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
お
そ
ら
く
多
少
文
章
的
に
は
未
熟
で
も
記
録
性
を
重
ん
じ
て
そ
の
ま

ま
載
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
表
現
さ
れ
て
い
る
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の
つ
な
が
り
が
断
た
れ
て
し
ま
っ
た
様
子
が
書
か
れ
て
い
る
。
作
文
に
は
、

戦
争
に
よ
り
子
ど
も
の
日
常
が
急
変
す
る
様
子
が
具
体
的
な
日
常
場
面
か
ら

描
か
れ
て
お
り
、
戦
争
勃
発
の
影
響
が
占
領
地
の
子
ど
も
の
生
活
に
ど
の
よ

う
に
及
ん
で
い
っ
た
の
か
が
具
体
的
に
わ
か
る
。

　

次
に
、
日
本
軍
の
マ
ニ
ラ
入
城
の
様
子
を
見
た
時
の
六
年
生
女
子
の
心
情

が
描
か
れ
て
い
る
作
文
を
見
て
み
よ
う
。

日
本
の
兵
隊
さ
ん�

初
六　

中
嶋　

結
子

「
ば
ん
ざ
ー
い
、
ば
ん
ざ
ー
い
。」

と
、
我
を
忘
れ
て
叫
ぶ
千
人
余
り
の
人
の
声
は
、
暗
い
マ
ニ
ラ
の
夜
空

に
ひ
ゞ
き
渡
り
ま
し
た
。

十
二
月
八
日
か
ら
、
こ
の
大
同
貿
易
会
社
社
宅
に
避
難
し
て
、
毎

日
々
々
、
ど
ん
な
に

「
早
く
兵
隊
さ
ん
が
来
ら
れ
て
、
平
和
な
日
に
な
り
ま
す
様
に
。」

と
、
願
つ
た
こ
と
で
せ
う
か
。
そ
の
兵
隊
さ
ん
が
、
今
（
一
月
二
日
午

後
九
時
半
）
目
の
前
を
通
つ
て
居
ら
れ
る
の
で
す
。
私
は
た
ゞ
兵
隊
さ

ん
の
来
ら
れ
た
喜
び
と
、
兵
隊
さ
ん
へ
の
感
謝
と
で
、
一
ぱ
い
に
な
り
、

思
は
ず
手
に
し
た
日
の
丸
の
旗
を
し
つ
か
り
と
握
り
し
め
て
、
万
歳
を

叫
ぶ
の
で
し
た
。

［
中
略
］
そ
れ
か
ら
在
留
民
総
代
の
感
謝
の
言
葉
と
、
機
関
銃
中
隊
長

の
御
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
間
、
私
は
わ
け
も
な
く
自
然
に
流

「
さ
う
か
も
知
れ
な
い
。
皆
は
急
い
で
用
意
を
な
さ
い
。」

と
お
つ
し
や
つ
て
、
電
話
を
か
け
て
見
ま
し
た
が
、
電
話
は
も
う
切
ら

れ
て
通
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

［
中
略
］
外
で
は
憲
兵
が
、「
皆
出
て
並
べ
。」
と
呼
ぶ
の
で
、
父
と
い

と
こ
の
達
二
さ
ん
は
大
袋
を
一
つ
づ
つ
持
ち
、
母
は
三
歳
に
な
る
妹
を

ひ
も
で
背
負
ひ
、
薬
の
ケ
ー
ス
を
持
ち
、
姉
と
私
は
着
物
を
入
れ
た
袋

を
背
負
ひ
、
弟
は
お
握
り
と
卵
と
水
筒
を
持
つ
て
、
外
へ
出
ま
し
た
。

家
の
前
の
道
路
に
は
、
荷
物
を
持
つ
た
日
本
人
が
し
ら
べ
ら
れ
て
ゐ
ま

し
た
。

［
中
略
］
私
達
や
近
所
の
小
母
さ
ん
方
は
、［
ト
ラ
ッ
ク
に
］
一
番
先
に

乗
り
ま
し
た
。
平
常
で
す
と
、
ヒ
リ
ッ
ピ
ン
の
友
達
は
、
ど
こ
へ
行
く

の
か
、
一
し
ょ
に
行
こ
う
、
な
ど
と
親
し
く
話
し
を
す
る
の
で
す
が
、

昨
日
の
友
は
今
日
の
敵
で
、皆
お
そ
れ
て
見
て
ゐ
る
ば
か
り
で
す
。［
中

略
］
道
に
は
、
ヒ
リ
ッ
ピ
ン
人
や
支
那
人
が
立
つ
て
、
じ
つ
と
見
て
ゐ

ま
す
。
き
よ
ち
や
ん
は
、
こ
わ
い
こ
わ
い
と
泣
き
出
し
ま
し
た
。
私
も

泣
き
た
く
な
り
ま
し
た
。［
以
下
略（

46
）］

　

こ
こ
に
は
、
戦
争
勃
発
に
よ
り
自
由
を
奪
わ
れ
拘
束
さ
れ
る
不
安
が
家
族

や
近
所
の
人
な
ど
身
近
な
人
た
ち
を
通
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
日

頃
親
し
か
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
友
達
が
こ
の
事
態
に
対
し
て
何
も
言
わ
ず

た
だ
見
て
い
る
だ
け
の
状
況
が
記
さ
れ
、
こ
の
日
を
境
に
外
国
人
の
友
達
と
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学
校
へ
集
つ
て
、
ら
ふ
そ
く
を
も
ら
つ
て
、
用
意
し
た
。
七
時
頃
楽
隊

を
先
頭
に
、
軍
歌
の
声
も
勇
ま
し
く
出
発
し
た
。
万
歳
の
声
は
、
天
を

裂
か
ん
ば
か
り
に
ひ
ゞ
き
、［
中
略
］
僕
等
は
た
ゞ
む
い
し
き
に
声
を

は
り
あ
げ
て
、
愛
国
行
進
曲
・
国
民
進
軍
歌
・
露
営
の
歌
と
、
次
々
に

歌
つ
て
ル
ネ
タ
公
園
ま
で
来
た
の
で
あ
つ
た
。［
以
下
略
］（

（4
（

　

一
時
マ
ニ
ラ
は
凱
旋
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
、
提
灯
行
列
も
戦
勝
気
分
を
盛
り

上
げ
る
行
事
と
し
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
先
述
の
佐
々
木
さ
ん
は
、
ま

だ
バ
タ
ア
ン
半
島
が
陥
落
し
て
い
な
か
っ
た
時
の
話
と
し
て
、「
高
等
科
の

男
子
生
徒
が
朝
礼
の
壇
上
で
従
軍
体
験
談
を
話
し
た
の
を
聞
い
た
記
憶
が
あ

る（
50
）」

と
書
い
て
い
る
。
文
集
の
男
子
が
提
灯
行
列
で
高
揚
し
た
気
分
を
味

わ
っ
た
の
は
、
厳
し
い
従
軍
体
験
の
後
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
見
る
と
、『
と
く
べ
つ
児
童
文
集
』
に
記
さ
れ
た
「
学
校

ご
よ
み
」
と
児
童
の
作
文
は
記
録
と
し
て
の
側
面
を
有
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

を
通
し
て
、
急
激
な
戦
局
の
変
化
が
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
の
役
割
を
大
き
く

変
え
、
ま
た
そ
の
変
化
が
子
ど
も
た
ち
の
心
情
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
日
米
開
戦
を
は
さ
ん
だ
一
九
三
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
四
〇
年
代

れ
る
涙
を
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。［
以
下
略（

47
）］

　

マ
ニ
ラ
の
多
く
の
子
ど
も
た
ち
は
、
教
科
書
の
中
で
の
み
知
っ
て
い
た
日

本
軍
の
姿
を
実
際
に
初
め
て
目
の
当
た
り
に
し
た
の
だ
が
、
敵
の
恐
怖
か
ら

解
放
し
て
く
れ
た
日
本
軍
兵
士
の
「
勇
姿
」
に
接
し
、
感
激
の
気
持
ち
が
高

ま
っ
て
い
く
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
感
情
表
現
は

決
し
て
大
げ
さ
な
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
文
集
の
中
で

も
日
本
軍
に
対
し
て
「
感
激
」
や
「
尊
敬
」
の
表
現
を
使
っ
て
い
る
児
童
が

幾
人
も
お
り
、
ま
た
、
注
36
で
記
し
た
元
マ
ニ
ラ
日
本
人
小
学
校
生
徒
で
あ

る
佐
々
木
譲
二
さ
ん
（
一
九
三
二
年
生
）
が
自
伝
の
中
で
「
日
本
軍
が
入
っ

て
来
た
時
は
例
え
様
も
な
い
感
激
を
味
わ
っ
た（

48
）」

と
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら

も
明
ら
か
で
あ
る
。
傍
証
的
に
で
は
あ
る
が
当
時
の
子
ど
も
の
気
持
ち
を
説

明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
恐
怖
後
の
解
放
と
い
う
実
体
験
に
よ
り
、

日
本
軍
へ
の
「
感
謝
」
や
「
尊
敬
」
の
念
が
よ
り
高
ま
っ
て
い
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　

そ
の
後
、
バ
タ
ア
ン
半
島
と
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
が
落
ち
、
マ
ニ
ラ
で
は
提

灯
行
列
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
時
の
様
子
を
高
等
科
の
男
子
が
描
写
し
て
い
る
。

提
灯
行
列	�



高
一　

青
木　

康
二

　
　

…
…
待
ち
に
待
つ
た
提
灯
行
列
も
、
五
月
十
七
日
と
決
定
さ
れ
た
。

僕
等
は
、
め
い
め
い
自
分
の
提
灯
を
作
つ
た
。
十
七
日
の
午
後
六
時
頃
、
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先
述
し
た
、
一
九
三
八
年
に
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
フ
ィ

リ
ッ
ピ
ン
読
本
』
が
、
一
九
四
三
年
三
月
に
『
新
フ
ィ
リ
ピ
ン
読
本
』
と
し

て
台
湾
の
東
都
書
籍
と
い
う
出
版
社
か
ら
二
円
二
十
銭
で
出
さ
れ
た
。
し
か

し
、
内
容
を
見
る
と
い
く
つ
か
の
変
更
点
が
あ
る
（
表
1
参
照
）。
そ
の
一

つ
と
し
て
、
巻
頭
の
口
絵
を
は
じ
め
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
動
植
物
、
天
然
資
源
、

地
下
資
源
な
ど
が
写
真
や
図
入
り
で
非
常
に
詳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
ま
た
、「
比
律
賓
の
国
旗
と
そ
の
立
て
方
」「
比
律
賓
国
歌
」
の

項
目
は
な
く
な
り（

53
）、「

風
習
」
と
い
う
項
目
が
加
わ
っ
た
。
そ
の
中
に
は

「
比
律
賓
人
が
ス
ペ
イ
ン
の
享
楽
気
分
と
、
ガ
ソ
リ
ン
臭
い
米
国
の
物
質
文

明
に
染
ま
り
す
ぎ
て
居
る
」、「
華
美
と
逸
楽
と
を
好
む
比
律
賓
人
の
生
活
は

形
式
的
で
も
あ
る（

54
）」

と
い
う
よ
う
な
記
述
も
含
ま
れ
て
い
た
。

　

こ
う
し
て
占
領
地
の
日
本
人
学
校
は
、
現
地
な
ら
で
は
の
情
報
提
供
源
と

し
て
国
策
遂
行
に
利
用
さ
れ
て
い
っ
た
。
戦
前
期
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
も
学

校
自
体
は
も
と
よ
り
、
発
行
さ
れ
た
出
版
物
に
お
い
て
も
内
容
を
改
編
さ
せ

ら
れ
、
体
制
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
日
本
軍
の
圧
政
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
の
抗
日
活
動
の
激
化
な
ど
に

よ
り
戦
局
が
厳
し
く
な
る
中
、
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
は
終
焉
へ
と
向
か
っ
た
。

最
後
に
そ
の
経
過
を
記
し
て
お
こ
う
。

一
九
四
三
年
八
月　
　

�

マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
を
マ
ニ
ラ
国
民
学
校
と
改

称

初
頭
に
お
け
る
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
、
主
に
同
校
発

行
の
四
点
の
資
料
を
中
心
に
検
討
し
て
き
た
。

　

開
戦
前
、
現
地
理
解
に
努
め
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
日
本
人
学
校
の
中
で
中
心
的

立
場
に
あ
っ
た
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
は
、
戦
争
勃
発
と
と
も
に
学
校
の
機
能

そ
の
も
の
が
戦
争
協
力
体
制
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
担
う
べ

き
役
割
を
大
き
く
変
容
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
軍
政
後
は
首
都
ゆ
え
に
、

あ
ら
ゆ
る
生
活
の
場
面
で
日
本
軍
に
接
す
る
こ
と
に
な
り
、
教
師
も
生
徒
も

軍
へ
の
協
力
を
強
め
て
い
っ
た
。

　

一
方
、
軍
政
期
の
日
本
人
学
校
の
活
用
方
針
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
三
年

九
月
に
比
島
軍
政
監
部
に
提
出
さ
れ
た
『
比
島
調
査
報
告
書
』
の
中
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
比
島
調
査
委
員
会
が
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和

国
」
独
立
（
一
九
四
三
年
十
月
）
を
前
に
、
現
地
調
査
を
し
た
も
の
で
、
こ
の

中
で
「
在
外
邦
人
子
弟
の
教
育
と
国
策
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る（

51
）。

執

筆
者
の
大
島
正
徳
は
、「
大
東
亜
共
栄
圏
」
構
想
の
中
で
の
在
外
邦
人
子
弟

の
教
育
問
題
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
現
地
教
員
の
待
遇
や
派
遣
教
員
の
養
成

な
ど
実
務
面
で
の
提
言
と
と
も
に
、「
海
外
に
勤
務
せ
る
教
育
家
に
研
究
費

を
与
へ
て
、
在
住
地
方
の
人
種
人
情
風
俗
の
み
な
ら
ず
、
広
く
天
然
資
源
の

調
査
研
究
を
な
さ
し
め
、
当
局
者
に
報
告
せ
し
む
る
方
策
を
実
施
す
べ
き
で

あ
る（

52
）」

と
の
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
本
人
学
校
の
現
地
教
師
の

知
識
や
情
報
を
活
用
し
国
策
遂
行
に
役
立
て
よ
、
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
提
言
に
お
そ
ら
く
沿
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
出
版
物
が
出
て
い
る
。
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（
3
）　

同
右
、
一
五
三
～
一
五
四
頁
。

（
4
）　

河
野
辰
二
は
、
一
八
九
二
年
九
月
二
十
一
日
生
ま
れ
、
鹿
児
島
県
出
身
。
台
湾
総

督
府
国
語
学
校
小
学
師
範
部
卒
業
。
そ
の
後
、
台
湾
公
立
小
公
学
校
訓
導
兼
校
長
、

国
語
学
校
附
属
小
学
校
訓
導
、
台
北
第
二
師
範
附
属
公
学
校
教
頭
を
歴
任
し
、

一
九
三
三
年
五
月
か
ら
一
九
四
三
年
十
二
月
ま
で
マ
ニ
ラ
日
本
人
小
学
校
校
長
に
就

任
。
そ
の
後
台
湾
に
戻
り
、
台
北
市
川
端
国
民
学
校
長
、
鶯
歌
実
践
女
学
校
長
を

一
九
四
六
年
五
月
ま
で
務
め
た
後
引
き
揚
げ
る
。
戦
後
、『
か
ご
し
ま
こ
と
ば
と
そ

の
課
題
』（
一
九
六
六
年
四
月
二
十
日
、私
家
版
）
を
出
し
て
い
る
（
同
書
の
「
略
歴
」

よ
り
）。

（
5
）　

例
え
ば
、
前
掲
、
小
島
『
日
本
人
学
校
の
研
究
』
の
ほ
か
、
同
編
著
『
在
外
子
弟

教
育
の
研
究
』
玉
川
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
三
年
。
同
『
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
在

外
子
弟
教
育
論
の
系
譜
』（
龍
谷
叢
書
Ⅰ
）
龍
谷
学
会
、
一
九
九
三
年
。
同
「
南
洋

の
日
本
人
学
校
と
「
臣
民
」
教
育
」
矢
野
暢
編
『
講
座
東
南
ア
ジ
ア
学　

第
十
巻　

東
南
ア
ジ
ア
と
日
本
』
弘
文
堂
、
一
九
九
一
年
。
同
「
南
洋
に
お
け
る
日
本
人
学
校

の
動
態
」『
東
南
ア
ジ
ア
研
究
』
十
八
巻
三
号
、
一
九
八
〇
年
十
二
月
、
な
ど
が
あ
る
。

（
6
）　

同
右
論
文
、
小
島
「
南
洋
に
お
け
る
日
本
人
学
校
の
動
態
」、
一
〇
五
頁
。

（
7
）　

前
掲
、
小
島
『
日
本
人
学
校
の
研
究
』、
四
一
一
頁
（
資
料
編
）。

（
8
）　

同
右
、
四
一
二
頁
。

（
9
）　

同
右
、
四
一
四
頁
。

（
10
）　

同
右
、
四
一
二
頁
。

（
11
）　

外
務
省
外
交
史
料
「
昭
和
七
年
度　

学
事
概
略
」I

︱1

︱5

︱0　

2

︱7

︱12

『
在
外
日

本
人
各
学
校
関
係
雑
件　

マ
ニ
ラ
国
民
学
校
』
第
一
巻
。

（
12
）　

同
右
、「
各
学
年
別
保
護
者
職
業
調
（
昭
和
八
年
三
月
調
）」。

（
13
）　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
日
本
人
学
校
の
一
時
滞
在
者
と
一
般
滞
在
者
の
対
立
に

つ
い
て
は
、
前
掲
、
小
島
『
日
本
人
学
校
の
研
究
』、
八
七
～
九
一
頁
を
参
照
。

（
14
）　

河
野
辰
二「
在
外
子
弟
教
育
問
題
」大
谷
純
一
編
集
兼
発
行
者『
比
律
賓
年
鑑
』（
昭

和
十
三
年
度
版
）、
一
九
三
七
年
、
二
〇
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

河
野
辰
二
校
長
他
訓
導
二
名
、
日
本
人
会
か
ら

永
年
勤
続
の
表
彰
を
受
け
る（

55
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

宮
腰
他
一
雄
、第
四
代
校
長
に
任
ぜ
ら
れ
る（
河

野
辰
二
は
そ
の
後
台
湾
へ
転
任
）

一
九
四
四
年
一
月　
　

�

大
東
亜
省
の
は
か
ら
い
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
よ
り
内

地
進
学
児
童
一
〇
二
名
帰
国

　
　
　
　
　

二
月　
　

戦
局
悪
化
の
た
め
閉
鎖

　

一
九
四
四
年
十
月
二
十
日
、
ア
メ
リ
カ
軍
は
レ
イ
テ
島
に
再
上
陸
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
日
米
両
軍
の
激
し
い
戦
闘
が
諸
島
全
土
に
及
び
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

は
戦
場
と
化
し
た（

56
）。

マ
ニ
ラ
の
在
留
邦
人
も
激
し
い
戦
火
に
晒
さ
れ
逃
げ
ま

ど
い
、
最
終
的
に
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
り
収
容
所
に
収
監
さ
れ
、
最
後
は
日
本

へ
強
制
送
還
さ
れ
た
。

　

※
な
お
、
原
文
の
引
用
に
際
し
て
は
、
旧
字
体
・
旧
仮
名
遣
い
を
適
宜
新
字
体
・
新
仮

名
遣
い
に
改
め
て
用
い
た
。

注（
1
）　

小
島
勝
『
日
本
人
学
校
の
研
究
︱︱

異
文
化
間
教
育
史
的
考
察
』
玉
川
大
学
出
版

部
、
一
九
九
九
年
、
一
一
〇
頁
。

（
2
）　

同
右
、
一
一
七
頁
。
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か
ら
、
実
業
界
に
転
じ
た
人
物
で
あ
る
（
邦
訳
書
、「
訳
者
序
」、
一
頁
）。

（
27
）　

満
田
忠
生（
台
湾
銀
行
マ
ニ
ラ
支
店
支
配
人
）「
邦
人
子
弟
教
育
に
就
て
」前
掲
、『
比

律
賓
年
鑑
』（
昭
和
十
五
年
度
版
）、
一
九
三
九
年
、
五
一
頁
。

（
28
）　

大
使
館
側
（
木
原
総
領
事
代
理
）
は
こ
の
法
案
成
立
を
阻
止
す
べ
く
フ
ィ
リ
ピ
ン

側
と
交
渉
を
重
ね
て
お
り
、
大
統
領
と
の
会
食
の
際
に
「
理
不
尽
ニ
取
締
ヲ
強
化
ス

ル
意
思
ナ
シ
」
と
の
考
え
を
引
き
出
し
、
ま
た
、
文
部
長
官
と
の
会
談
で
「
自
発
的

ニ
［
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
―
引
用
者
注
］
歴
史
地
理
等
ヲ
教
科
目
ニ
入
ル
ル
コ
ト
ハ
双
方

ノ
利
益
ニ
付
特
ニ
法
規
ヲ
以
テ
強
制
ス
ル
必
要
モ
起
ラ
ス
又
議
会
ニ
於
ケ
ル
問
題
ノ

再
燃
ヲ
モ
防
止
シ
」（
前
掲
、
外
務
省
外
交
史
料
「
比
島
ニ
於
ケ
ル
私
立
学
校
登
録

問
題
」
一
九
三
九
年
六
月
九
日
、I

―I

︱1

―5

―0

―1

）
と
の
内
諾
を
得
て
い
た
。

（
29
）　

前
掲
、
小
島
「
南
洋
の
日
本
人
学
校
と
「
臣
民
」
教
育
」、
一
三
四
頁
。
な
お
、

在
外
指
定
学
校
に
関
す
る
歴
史
と
全
体
調
査
に
つ
い
て
は
、
渡
部
宗
助
編
『
在
外
指

定
学
校
一
覧
（
一
九
〇
六
～
一
九
四
五
）』
一
九
八
二
年
。
同
編
『
在
外
指
定
学
校

に
関
す
る
法
制
度
と
諸
調
査
』
一
九
八
三
年
。
同
「
在
外
指
定
学
校
四
〇
年
の
歴
史

に
つ
い
て
」『
国
立
教
育
研
究
所
研
究
集
録
』
第
四
号
、
一
九
八
二
年
三
月
二
十
九
日
、

な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

（
30
）　

し
か
し
、『
比
律
賓
小
学
歴
史
』『
比
律
賓
小
学
地
理
』
が
他
の
日
本
人
学
校
で
使

わ
れ
た
と
い
う
記
録
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

（
31
）　

在
外
指
定
マ
ニ
ラ
日
本
人
小
学
校
（
代
表
者
・
河
野
辰
二
）『
比
律
賓
小
学
歴
史
』

一
九
四
〇
年
三
月
二
十
日
、
一
頁
「
序
文
」。
な
お
、
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
の
「
教

科
目
毎
週
時
数
」
を
見
る
と
、
一
九
四
一
年
度
か
ら
「
比
島
文
化
」
と
い
う
科
目
が

設
置
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
、
小
島
『
日
本
人
学
校
の
研
究
』、
一
六
二
頁
）。
お
そ
ら

く
こ
の
時
間
で
『
比
律
賓
小
学
歴
史
』『
比
律
賓
小
学
地
理
』
が
使
わ
れ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

（
32
）　

前
掲
、『
比
律
賓
小
学
歴
史
』、
一
～
二
頁
「
序
文
」。

（
33
）　

同
右
、
一
頁
「
序
言
」。

（
34
）　

同
右
、
一
二
七
～
一
二
八
頁
。

（
15
）　

同
右
。

（
16
）　

前
掲
、
小
島
『
日
本
人
学
校
の
研
究
』、
四
四
四
～
四
四
五
頁
（
資
料
編
）。

（
17
）　

同
右
。
お
よ
び
、
前
掲
、
外
務
省
外
交
史
料
「
在
比
日
本
人
小
学
校
長
会
議
開
催

ニ
関
ス
ル
件
」（
昭
和
十
年
三
月
二
十
六
日
）。

（
18
）　
「
戦
前
、
日
比
親
善
と
二
世
教
育
問
題　

昭
和
十
年　

在
比
邦
人
小
学
校
の
実
状
」

比
島
文
庫
（
佐
藤
喜
徳
編
集
・
発
行
人
）『
集
録
「
ル
ソ
ン
」』
四
十
三
号
、

一
九
九
二
年
一
月
三
十
一
日
、
七
四
～
七
五
頁
。

（
19
）　

同
右
。

（
20
）　

同
右
、
七
五
頁
。

（
21
）　

在
外
指
定
マ
ニ
ラ
日
本
人
小
学
校
（
代
表
者
・
河
野
辰
二
）『
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
読
本
』

一
九
三
八
年
四
月
二
十
八
日
、
一
頁
「
例
言
」。

（
22
）　

拙
稿
「
戦
前
期
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
に
お
け
る
現
地
理
解
教
育
の
取
り
く
み
―
―

『
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
読
本
』（
一
九
三
八
年
）
の
分
析
を
中
心
に
」『
国
際
理
解
教
育
』

十
八
号
、
二
〇
一
二
年
六
月
、
二
四
～
三
二
頁
。

（
23
）　

前
掲
、『
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
読
本
』、
二
一
八
～
二
二
五
頁
。

（
24
）　

外
務
省
外
交
史
料
「
マ
ニ
ラ
日
本
人
小
学
校
課
外
読
本
送
付
ノ
件
」（
一
九
三
八

年
七
月
一
六
日
）I

―1

―5

︱0

︱1

『
在
外
日
本
人
学
校
教
育
関
係
雑
件
』
第
五
巻
。
ま
た
、

『
比
律
賓
情
報
』
二
十
二
号
（
一
九
三
八
年
十
二
月
十
五
日
）
に
も
『
フ
ィ
リ
ッ
ピ

ン
読
本
』
の
紹
介
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
25
）　C

onrado B
enitez

は
「
比
律
賓
師
範
学
校
教
授
、
比
律
賓
大
学
経
済
学
部
部
長
兼

文
芸
部
部
長
」
と
い
う
経
歴
を
持
ち
、H

istory of the Philippines, econom
ic, 

social, political

（B
oston, N

ew
 York, G

innand C
om

pany, 1929

［
東
亜
研
究
所
訳

『
比
律
賓
史
―
―
政
治
・
経
済
・
社
会
史
的
研
究
』
上
巻
・
下
巻
、
東
亜
研
究
所
、

一
九
四
二
年
／
一
九
四
五
年
］）
と
い
う
本
を
著
し
て
い
る
（
邦
訳
書
、「
序
」、三
頁
）。

（
26
）　H
ugo H

. M
iller

に
は
、Principles of Econom

ics Applied to the Philippines

（B
oston, 1932

［
法
貴
三
郎
訳
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
農
業
史
』
生
活
社
、
一
九
四
二
年
］）

と
い
う
著
書
が
あ
る
。H

ugo H
. M

iller

は
、
教
育
局
産
業
情
報
部
長
と
い
う
役
職
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て
い
た
日
本
人
が
、
軍
人
の
先
頭
に
な
っ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
生
活
を
圧
迫
し
た
と

き
、
戦
前
に
営
々
と
築
い
て
き
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
と
の
信
頼
関
係
は
一
度
に
失
わ
れ

た
」（
早
瀬
晋
三
「
日
本
と
の
交
流
」
綾
部
恒
雄
・
石
井
米
雄
編
『
も
っ
と
知
り
た

い
フ
ィ
リ
ピ
ン　

第
二
版
』
弘
文
堂
、
一
九
八
三
年
、
二
六
一
頁
）。

（
44
）　

前
掲
、
小
島
『
日
本
人
学
校
の
研
究
』、
五
一
四
頁
。

（
45
）　

前
掲
、『
と
く
べ
つ
児
童
文
集
』「
と
く
べ
つ
児
童
文
集
に
つ
い
て
」（「
も
く
ろ
く
」

の
前
頁
）。

（
46
）　

同
右
、
五
～
八
頁
。

（
47
）　

同
右
、
一
五
～
一
六
頁
。

（
48
）　

佐
々
木
譲
二
『
私
の
履
歴
書　

前
編
』
二
〇
〇
六
年
四
月
、
一
七
頁
、
私
家
版
。

（
49
）　

前
掲
、『
と
く
べ
つ
児
童
文
集
』、
三
〇
頁
。

（
50
）　

前
掲
、
佐
々
木
『
私
の
履
歴
書　

前
編
』、
二
〇
頁
。

（
51
）　

比
島
調
査
委
員
会
は
、
比
島
派
遣
軍
最
高
顧
問
の
村
田
省
蔵
を
委
員
長
と
し
て
、

蠟
山
政
道
、
末
川
博
、
大
島
正
徳
、
東
畑
精
一
、
杉
村
広
蔵
、
伊
藤
兆
司
の
六
名
の

委
員
お
よ
び
六
名
の
補
助
委
員
を
中
心
に
構
成
さ
れ
、
約
十
カ
月
の
現
地
調
査
を
経

て
、
一
九
四
三
年
九
月
比
島
軍
政
監
部
に
『
比
島
調
査
報
告
』
が
提
出
さ
れ
た
。
内

容
は
「
民
族
」、「
統
治
」、「
教
育
及
宗
教
」、「
経
済
」
の
四
篇
か
ら
な
り
、
当
時
の

日
本
の
第
一
線
の
学
術
研
究
者
ら
に
よ
る
分
析
と
さ
れ
て
い
る
（『
南
方
軍
政
関
係

史
料
11　

比
島
調
査
報
告　

第
一
巻
』
龍
渓
書
舎
、
一
九
九
三
年
四
月
復
刻
、
一
～

二
頁
「
第
一
分
冊　

解
説
」）。「
第
三
篇　

教
育
及
宗
教
」
の
執
筆
者
だ
っ
た
大
島

正
徳
は
、
元
東
大
教
授
、
の
ち
に
在
外
子
弟
教
育
協
会
の
設
立
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と

な
る
（
同
協
会
に
つ
い
て
は
、
大
島
正
徳
「
在
外
子
弟
教
育
協
会
の
成
立
に
際
し
て
」

『
教
育
』
一
九
四
三
年
一
月
号
、
が
あ
る
）。

（
52
）　

比
島
調
査
委
員
会『
比
島
調
査
報
告　

第
三
篇　

教
育
及
宗
教
』（
大
島
正
徳
担
当
）

一
九
四
三
年
九
月
、
一
一
二
頁
（
同
右
、『
南
方
軍
政
関
係
史
料
11　

比
島
調
査
報

告　

第
一
巻
』
一
九
九
三
年
四
月
復
刻
）。

（
53
）　

一
九
四
三
年
十
月
十
四
日
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
独
立
の
際
、
議
事
堂
前
で
行
わ

（
35
）　

同
右
、
二
頁
「
序
言
」。

（
36
）　

元
マ
ニ
ラ
日
本
人
小
学
校
生
徒
・
佐
々
木
譲
二
さ
ん
（
一
九
三
二
年
十
一
月

二
十
一
日
、マ
ニ
ラ
市
生
ま
れ
）
に
よ
る
と
、軍
政
後
（
小
三
の
時
）
は
、小
旗
を
持
っ

て
行
事
に
駆
り
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
小
学
五
、六
年
に
な
る
と
勤
労
動
員
で
ま
っ

た
く
学
校
に
は
通
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
『
比
律
賓
小
学
歴
史
』『
比
律
賓
小
学

地
理
』
は
教
わ
っ
た
こ
と
は
な
い
、
と
証
言
し
て
い
る
（
電
話
で
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
、

二
〇
一
一
年
六
月
二
十
一
日
。
電
子
メ
ー
ル
で
の
回
答
、
二
〇
一
一
年
七
月
三
日
と

十
一
日
受
信
）。

（
37
）　

米
田
正
武
「
在
比
島
邦
人
子
弟
の
学
校
教
育
に
関
す
る
調
査
」
拓
殖
奨
励
館
『
拓

殖
奨
励
館
季
報
』
第
一
巻
第
四
号
、
一
九
四
〇
年
三
月
、
一
八
〇
頁
。

（
38
）　

外
務
省
外
交
史
料
「
在
外
指
定
マ
ニ
ラ
日
本
人
小
学
校
編
纂
教
科
書
送
付
ノ
件
」

（
一
九
四
〇
年
七
月
三
日
）I

―1

―5

―0

―1

『
在
外
日
本
人
学
校
教
育
関
係
雑
件
』
第
六
巻
。

（
39
）　

池
端
雪
浦
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
現
代
史
の
な
か
の
日
本
占
領
期
」
同
編
『
日
本
占
領
下

の
フ
ィ
リ
ピ
ン
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、
一
頁
。
リ
カ
ル
ド
・
Ｔ
・
ホ
セ
「
占

領
の
日
々
―
―
日
本
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
占
領
」
宮
本
勝
・
寺
田
勇
文
編
『
ア
ジ
ア
読
本　

フ
ィ
リ
ピ
ン
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
四
年
、
二
九
三
頁
。

（
40
）　

在
外
指
定
マ
ニ
ラ
日
本
人
小
学
校
（
代
表
者
・
河
野
辰
二
）『
と
く
べ
つ
児
童
文
集
』

一
九
四
二
年
八
月
、「
学
校
ご
よ
み
」、
六
五
～
六
九
頁
。

（
41
）　

中
野
聡
『
東
南
ア
ジ
ア
占
領
と
日
本
人
︱︱

帝
国
・
日
本
の
解
体
』
岩
波
書
店
、

二
〇
一
二
年
、
七
六
頁
。

（
42
）　

前
掲
、『
と
く
べ
つ
児
童
文
集
』、「
学
校
ご
よ
み
」、
六
六
～
六
七
頁
。
な
お
、
陸

軍
大
臣
か
ら
教
科
書
の
恵
贈
を
受
け
た
こ
と
に
対
し
、
文
集
中
に
「
陸
軍
大
臣
閣
下

へ
」
と
い
う
御
礼
の
作
文
が
二
編
載
っ
て
い
る
（
図
1
参
照
）。

（
43
）　

在
留
邦
人
が
日
本
の
軍
政
に
よ
っ
て
以
前
の
態
度
を
反
転
さ
せ
た
様
子
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。「
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
相
手
に
地
道
な
活
動
を
続
け
て
い
た

日
本
人
も
、な
ん
の
疑
い
も
な
く
戦
争
に
協
力
し
て
い
っ
た
。
彼
ら
に
、も
は
や
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
の
姿
は
見
え
な
く
な
っ
て
い
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
と
昨
日
ま
で
親
し
く
し
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れ
た
式
典
で
、「
日
本
国
旗
が
降
ろ
さ
れ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
旗
が
、
一
九
四
二
年
以

来
禁
じ
ら
れ
て
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
歌
の
吹
奏
に
合
わ
せ
て
掲
揚
さ
れ
た
」
と
あ
る
。

形
式
上
、
日
本
の
軍
政
は
終
わ
っ
た
が
、
そ
の
実
態
は
軍
政
下
と
変
わ
り
な
か
っ
た

（
リ
カ
ル
ド
・
Ｔ
・
ホ
セ
「
信
念
の
対
決
―
―
「
ラ
ウ
レ
ル
共
和
国
」
と
日
本
の
戦

時
外
交
関
係　

一
九
四
三
～
一
九
四
五
年
」
池
端
雪
浦
、
リ
デ
ィ
ア
・
Ｎ
・
ユ
ー
・

ホ
セ
編
『
近
現
代
日
本
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
関
係
史
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、

二
一
二
頁
）。

（
54
）　

河
野
辰
二
『
新
フ
ィ
リ
ピ
ン
読
本
』
東
都
書
籍
台
北
支
店
、
一
九
四
三
年
三
月
、

一
七
八
～
一
七
九
頁
。

（
55
）　
「
河
野
校
長
等
を
表
彰　

マ
ニ
ラ
日
本
国
民
学
校
二
六
周
年　

師
恩
へ
感
謝
の
念

新
た
」『
マ
ニ
ラ
新
聞
』
一
九
四
三
年
八
月
十
四
日
付
。

（
56
）　

一
九
四
四
年
十
月
二
十
日
の
ア
メ
リ
カ
軍
レ
イ
テ
島
再
上
陸
か
ら
日
本
軍
降
伏
ま

で
、
日
本
の
総
兵
力
二
十
六
万
の
う
ち
十
九
万
が
戦
没
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
犠
牲
者
数
は
民
間
人
を
含
め
一
一
〇
万
（
前
掲
、
中
野
『
東

南
ア
ジ
ア
占
領
と
日
本
人
』、
二
八
四
頁
で
は
、
一
一
一
万
余
り
と
あ
る
）
に
上
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
日
本
軍
に
よ
る
虐
殺
の
犠
牲
者
が
多
数
含
ま
れ

て
い
た
と
い
う
（
前
掲
、
早
瀬
「
日
本
と
の
交
流
」、
二
六
二
頁
）。

　


